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１．はじめに

　福井駅周辺は学生や会社員などの通勤・通学

および主婦などの買い物の駐輪をはじめとした

様々な目的の自転車で溢れている。一方で、福

井駅の連続立体交差事業に伴い福井市は駅周辺

の駐輪場の再整備を行おうとしている。

　このようなことから駅周辺における歩行者交

通をより円滑にし、環境にやさしい自転車を最

大限に利用できる安全で快適な空間を創造する

ことを目的として、駅周辺の駐輪台数を調査す

ると共に、防犯登録番号を記録する事により、

駐輪の詳細な動向を把握するものである。

２．調査の方法と内容

　平成 16 年 7 月 23 日（金）、24 日（土）、25

日（日）の三日間、福井駅周辺におけるデパー

ト近傍の電車通り商店街と娯楽施設を含む繁華

街であるアップルロードの歩道上駐輪施設を対

象に、10 時、12 時、14 時、16 時、18 時、20

時の 6 回、各自転車の防犯登録番号の調査を行

った。

表－１　中心商店街における調査結果

図－１　電車通りにおける時間別駐輪状況
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３．駐輪台数の調査結果

３日間の調査で述べ 1,517 台を測定し、それ
を調査箇所、調査日別、時間別に示したのが表

－１である。電車通りの駐輪施設において、調

査日別、時間別で最多の駐輪台数は 25 日（日）
の 16 時で 71 台、最少は 25 日（日）の 20 時で
29 台である。アップルロードにおいて、最多は
24 日（土）及び 25 日（日）の 14 時で 43 台、
最少は 25 日（日）の 10 時及び 20 時で 16 台で
ある。このことから日曜日の変動が大きくなっ

ている。

　駐輪状況をみてみると、金曜日の増減パター

ンは電車通り、アップルロード共に土、日曜日

の増減パターンと若干異なっているものの、10
時、20 時が他の時間と比べて低い割合となって
いる。また電車通りとアップルロードの増減パ

ターンも異なっており、そのことから場所によ

って駐輪目的が違っていると考えられる。（図

－１、図－２参照）

４．詳細な駐輪動向

（１）駐輪の実台数

図－２　アップルロードにおける
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図－３　電車通りにおける駐輪記録回数

　　図－５　電車通りにおける駐輪時間別の台数

　3 日間の調査で測定した 1,517 台の中で防犯
登録番号を有したものは 1,240 台であった。そ
の 1,240 台の中で防犯登録番号が一致したもの
を 1 台の自転車としてカウントしたところ、自
転車の実台数としては 453 台であり、その内訳
は電車通りが 275 台、アップルロードが 178 台
であった。

（２）駐輪動向の検討

　駐輪の実台数である 453 台の調査箇所別の利
用実態割合は図－３、図－４のとおりである。

このうち、放置自転車と見られる 3 日間すべて
の時間で駐輪されていた自転車の割合は、電車

通りで 1.8%、アップルロードで 0.6%と共に低
い割合となった。また、買い物や用務目的の駐

輪と思われる 1 回のみの短時間駐輪は電車通り
で 59.2%、アップルロードで 51.2%と最も高い
割合であり、次いで高い割合を示したのが 2 回
連続の駐輪であり、長時間の駐輪は低い割合で

あった。その他の駐輪の中には、規則的に駐輪

されているものがあり、これらは通勤や通学目

的で利用されていると考えられる。

（３）駐輪時間の把握

　1 回の駐輪時間を把握するため、駐輪時間に
10 時と 20 時を含むものを除き、詳細な分析を
行った。駐輪時間に 10 時と 20 時を含むものは
その前後のデータがないため、より確実な 12
時から 18時に計測された自転車を分析の対象

図－４　アップルロードにおける駐輪記録回数

図－６　アップルロードのおける駐輪時間別の台数

とした。

　今回の調査では 2時間毎の調査であったため、
1 回のみの駐輪では最大で 4 時間未満の駐輪と
考えられ、その中央値をとり、2 時間とした。
また、2 回から 4 回までについてはそれぞれ 4
時間から 8 時間とした。この結果、電車通りに
おいては、23 日(金)、24 日(土)、25 日(日)共に
2 時間の駐輪が最も多く、時間が増加するほど
極端に少なくなっている。アップルロードにお

いては、2時間駐輪は 23日（金）、24日（土）、
25 日（日）と漸減し、4 時間駐輪ではその逆で
あった。 (図－５、図－６参照)

５．まとめ

本研究では、自転車の防犯登録番号に着目し

て実態調査を行った結果、次のような知見を得

ることができた。

(１)日曜日は駐輪の変動が大きく、全体で 10 時
と 20時が他の時間に比べて駐輪が少ない。

(２)デパート近傍である電車通りは短時間利用

者が多いが、娯楽施設近隣のアップルロー

ドについては、曜日変動が大きいことがわ

かった。

　なお、本研究は佐川交通社会財団の助成研究

費により実施した。ここに記して謝意を表しま

す。
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